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第 1章 総論 

1－1 構想の目的と背景 

明日香村では、村内に分布する文化財などの保存活用を基礎として、これを活かしたむらづく
りを目的とする「明日香まるごと博物館」の実現に向けて各種施策を展開してきたところである。 

この中でも、飛鳥宮跡（P3 参照）は「明日香まるごと博物館」の重要拠点であり、飛鳥の中
核となる遺跡であるが、その一部が史跡指定されているにすぎず、遺跡の整備も地下遺構の一部
を地表面で平面的に表示しているのみである。このため、現地で遺跡の全体像を理解・体感する
ことは困難な状況である。そこで、飛鳥宮跡の確実な保存とともに、有効な活用のあり方を検討
し、事業の具現化にむけての実効性のある構想づくりを行うことを目的とする。 

 
 
1－2 策定の流れと構成内容 

構想策定の流れ・フローは以下に示す通りである。構成にあたっては、遺跡の置かれた環境と
遺跡が所在する明日香村の現状等を第２章でとりまとめ、保存活用構想を第３章において提示し
た。 
 
 
 
 
 
 
 

策定の流れと構成 

＊飛鳥宮跡関連資料
（発掘調査報告書、関連文献等）

＊自然環境関連(飛鳥宮跡及び周辺)
＊社会環境関連(飛鳥宮跡及び周辺)
＊歴史環境関連(関連資源・文化財等)

＊特徴・価値からみた保存活用の
方向性

＊現状とむらづくりからみた保存
活用の方向性

＊飛鳥宮跡の特徴・価値
＊飛鳥宮跡の現状・むらづくりの中での

飛鳥宮跡の位置づけ

保存活用構想

＊基本理念
＊保存と活用のための整備方針
＊変化する遺跡の保存活用
＊飛鳥宮跡の地区区分と地区別整備構想
＊内郭ゾーン整備イメージ
＊今後の取組

第

2
章
飛
鳥
宮
跡
と

そ
の
環
境

第

3
章

保
存
活
用
構
想

＊明日香村の概況：人口、土地利用、観光・
交流、文化財、法規制、上位･関連計画

＊飛鳥宮跡の現況：史跡指定、保護の歴史、
地形、土地利用、景観、法規制

資料の収集・整理 現況調査

保存活用の方向性の検討現況分析
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1－3 構想策定の経過 

 
本構想の策定にあたっては、「飛鳥宮跡保存活用構想検討委員会」を設置し、委員の指導・助

言のもとに策定した。 
委員の構成と審議の経過は以下の通りである。 

 
■ 飛鳥宮跡保存活用構想検討委員会 

□委員 
委員長  田辺 征夫  明日香村文化財顧問・奈良県立大学 特任教授（考古学） 
副委員長 菅谷 文則  奈良県立橿原考古学研究所 所長（考古学） 

黒田 龍二  神戸大学 工学研究科教授（建築学） 
平澤 毅   奈良文化財研究所 景観研究室長（遺跡整備） 
増井 正哉  奈良女子大学 住環境学科教授（景観） 
吉兼 秀夫  阪南大学 国際観光学部教授（まちづくり） 

□オブザーバー 
山下 信一郎 文化庁記念物課文化財調査官（史跡部門） 
小槻 勝俊  奈良県教育委員会文化財保存課長 
脇田 康弘  明日香村企画政策課長 

 
□明日香村 

森川 裕一 明日香村長 

（事務局）田中 祐二 明日香村教育委員会教育長 
浦野 喜徳 明日香村教育委員会文化財課長 
米田 忠  明日香村教育委員会文化財課長補佐 
相原 嘉之 明日香村教育委員会文化財課調整員 

 
 

委員会 開催日 検討内容 
第 1 回委員会 平成 25 年 8 月 30 日 遺跡の名称、追加指定・公有化の考え方 

遺跡の可視化の方法について 等 
第２回委員会 平成 25 年 10 月 10 日 構想の対象範囲について 

遺構の整備と CG 等ソフトによる活用のバランス

について 
段階的な保存、整備のあり方について 

第３回委員会 平成 25 年 12 月 26 日 整備方針、整備理念について 
地区区分について 
整備手法の考え方について  

第４回委員会 平成 26 年 2 月 24 日 全体構成、内容について 



3 

1－4 本書で用いる主な用語について 

 
本書において、古代宮殿・宮室およびこれに関連する用語については、これまでの先学の研究

成果、学説などを参考としつつ、以下のような整理で使用するものとする。 
 
■飛鳥宮跡 

「伝飛鳥板蓋宮跡」という名称で史跡指定された遺跡を含む、明日香村大字岡に所在する宮
殿遺跡。指定後の継続的調査で、７世紀代の宮殿遺構の広がりが重層して確認されている。こ
れらの空間的広がりと時期変遷を含めた全体を本書では「飛鳥宮跡」と総称するものとする。 

■飛鳥宮の重複する遺構と対応する宮名  

飛鳥宮跡は３つの宮殿遺構が重複している。これらを下層からⅠ期、Ⅱ期、Ⅲ期と区分して
いる。出土遺物などの検討から、Ⅰ期は飛鳥岡本宮（630 年～）、Ⅱ期は飛鳥板蓋宮（643 年
～）、Ⅲ期は後飛鳥岡本宮（656 年～）、飛鳥浄御原宮（672 年～）とみられており、Ⅲ期の後
飛鳥岡本宮の時代をⅢ－Ａ期、飛鳥浄御原宮の時代をⅢ－Ｂ期としている。 

■宮都と飛鳥の範囲 

○宮都：天皇の宮殿・宮室と関連施設が分布する一定の地域をいう。 
○古代における飛鳥の範囲：7 世紀頃の「飛鳥」の範囲は、北は飛鳥寺一帯、南は橘寺付近、

東は岡寺のある丘陵、西は甘樫丘に囲まれた飛鳥川の両岸一帯で、現在の明日香村大字飛
鳥・岡と川原・橘の一部を含む地域をいう。「飛鳥宮跡」はこの範囲に含まれる。 

○飛鳥盆地・飛鳥地域：北は香具山､南は橘寺背後の山（ミハ山）と、周囲を山や丘陵に囲ま
れた、東西約 700ｍ、南北約 4km にわたる盆地をいう。この飛鳥盆地と周囲の丘陵部・山
を含む地域を「飛鳥地域」と言い､宮都を構成していた主要な遺跡が集中してみられる。 

■歴史展示 

「第 4 次明日香村整備計画」策定に際して検討された言葉で、寺院建築や出土遺物を「歴史
物」とし、歴史物の展示だけでなく、歴史の意味や意義などを分かりやすく展示する取り組み
を「歴史展示」と呼称する。 
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1－5 構想の対象範囲と整備の対象とする時期 

 
構想の対象範囲は「飛鳥宮跡」と総称する３時期（下層からⅠ期・Ⅱ期・Ⅲ期）の重複する宮

殿遺構が分布する範囲とする。これら重複する宮殿遺構のうち、整備の対象とする時期はこれま
での調査によって最も遺構の内容が判明している最上層のⅢ期とする。Ⅲ期遺構は、内郭とエビ
ノコ郭（字エビノコという地名にもとづく）、外郭からなる。これらのうち、内郭は飛鳥宮跡の
中心であり、早くから史跡指定を受けるとともに数次にわたる発掘調査が実施され、調査成果を
基に一部整備も実施されていることから、整備の先導的地区として想定される整備イメージを示
すものとする。 

また、活用構想においては、周辺には飛鳥宮跡関連文化財・施設などが分布していることから、
明日香村が進めている「明日香まるごと博物館」の推進に向けて、これら関連文化財・施設の整
備なども本構想に取り込むものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

構想の対象範囲図 
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農地の現況 

第 2章 飛鳥宮跡とその環境 

2－1 明日香村の概況 

2－1－1 人口 

平成 25 年（2013）10 月 1 日現在で、人口は 5,872 人、世帯数 2,174 世帯であり、うち 65 歳
以上の老年人口は 1,914 人（割合 32.58％）と、県計 26.05％、郡部計 28.82％ともに上回ってい
る。国勢調査によると人口は平成 2 年までは微増傾向にあったが、平成 2 年の 7,363 人をピーク
に平成 7 年からは減少に転じている。特に平成 12 年
から平成 22 年の 10 年間では、14.5％減少している。
年齢別人口は 65 歳以上の老年人口が年々増加し平成
22 年には 30.8％と全国平均 23.0％、奈良県平均
24.0％を大きく上回る一方で、15 歳未満の年少人口
は 9.8％と全国及び奈良県平均の 13.2％を下回るな
ど少子高齢化が顕著である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－1－2 土地利用 

明日香村の総面積は 2,408 ㏊で、うち 1,350 ㏊は村の東南部を中心にして山林が占める。北西
部に広がる平野部は主に田 311 ㏊と宅地 93 ㏊が広がっている。平野部周縁の低丘陵地に畑 59
㏊、樹園地 44 ㏊がみられる。なお明日香村の歴史的景観、風土の形成上も大きな影響をもつ農
地については、経営耕地面積の減少が著しく、耕作放棄地は全農地面積（農業台帳記載分）の約
3 割を占めている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

総人口および年齢別人口の推移 

1 2 3
田 336 270 29 19 18 66 19.6
畑 197 106 30 16 45 91 46.4
計 533 376 59 35 63 157 29.5

耕作放棄地1

耕作放棄地2

耕作放棄地3

(単位：ha)

：耕作されておらず、草刈等により耕作が可能な農地

：基盤整備等を行うことで、農地として利用可能な農地

：森林・原野化しており農地として復元不可能な農地
　　　　　　　　　　　　　　　(H24明日香村農業委員会資料)

全体 耕作地
耕作放棄地

耕作放棄地計
耕作放棄地率

(％）

人口総数
（人） 15歳未満 15～64歳 65歳以上 15歳未満 15～64歳 65歳以上

S55年 6,987 1,411 4,646 930 20.2 66.5 13.3
S60年 7,109 1,436 4,605 1,068 20.2 64.8 15.0
H 2年 7,363 1,378 4,738 1,247 18.7 64.4 16.9
H 7年 7,126 1,136 4,554 1,436 15.9 64.0 20.2
H12年 6,846 875 4,334 1,637 12.8 63.3 23.9
H17年 6,343 659 3,953 1,731 10.4 32.3 27.3
H22年 5,856 576 3,476 1,804 9.8 59.4 30.8

(国勢調査)

年齢（人） 年齢別割合（％）
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2－1－3 観光・交流 

明日香村を訪れる観光客数は、昭和 50 年代のピーク時は年間約 180 万人を数えたが、近年は
60～80 万人程度である。平成 22 年（2010）の平城遷都 1300 年祭には 100 万人の訪れがあった。 

明日香村では村の魅力を五感で感じることができる「明日香まるごと博物館づくり」の実現に
向けて「見る・泊まる･食べる・買う・感じる」をキーワードに、さらに「つなぐ」「発信する」
を加えて積極的な観光振興策を展開しているところである。具体的には平成 24 年から観光資源
などの情報案内システム「あすかナビ」の開始、各種オーナー制度、飛鳥ブランドの推進などを
進めている。「あすかナビ」は携帯情報端末（スマートフォン、タブレット、携帯電話）や PC
の普及に対応して、寺社・遺跡・観光施設、便益施設などの村内の主要施設の情報を提供するア
プリケーションサービスである。平成 25 年から奈良県が公開を開始した位置情報付きイラスト
地図を配信できる「なら飛鳥京歴史ぶらり」とともに、GPS による位置情報を用いて来訪者の
目的に応じた多様な情報を提供している。また MR による遺跡の 360 度視点解説映像体験
「バーチャル飛鳥京」の定期的開催による、最新技術と古代飛鳥の融合による新しい魅力の提供
も行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日香村の観光施設等入場者数年度別実績 

年度 石舞台古墳 亀形石造物
高松塚

壁画館
飛鳥資料館

犬養

万葉記念館

県立

万葉文化館

国営飛鳥

歴史公園館
橘寺 計

H20 325,961 44,239 142,198 84,608 5,559 125,436 86,681 814,682

H21 312,847 41,203 130,220 77,365 5,407 102,180 79,679 748,901

H22 347,899 39,849 142,066 133,312 7,312 160,662 80,780 107,800 1,019,680

H23 260,548 27,424 104,418 42,479 4,506 117,779 64,742 83,100 704,996

H24 260,450 23,806 107,474 38,854 4,087 106,867 66,902 82,726 691,166

※資料：明日香村地域振興公社・飛鳥保存財団・飛鳥資料館・県立万葉文化館・公園緑地管理財団飛鳥管理センター

「なら飛鳥京歴史ぶらり」 

（奈良県観光局） ▲CPS で現在地表示 

（飛鳥浄御原宮） 

「あすかナビ」（明日香村） 
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2－1－4 文化財 

飛鳥地域は、6 世紀末から 7 世紀末の約 100 年間、わが国の国家基盤が形成された時代の歴代
天皇の宮が置かれた地である。明日香村内には全域にわたって、政治、経済、文化の中心地で
あったことを示す多くの重要遺跡が所在する。すなわち、飛鳥板蓋宮、飛鳥浄御原宮など歴史上
著名な舞台となった遺跡が重層する飛鳥宮跡（伝飛鳥板蓋宮跡）をはじめとして、飛鳥京跡苑池
などの宮跡関連遺跡、日本最古の本格的寺院である飛鳥寺跡、川原寺跡などの寺跡、石舞台古墳、
高松塚古墳、キトラ古墳などの古墳など、東アジア諸国との交流を示す歴史的文化的遺産群であ
る。 

これら遺跡のうち 20 件が国の史跡に指定されており、うち石舞台古墳、高松塚古墳、キトラ
古墳は特別史跡に指定されている。発掘調査によってその存在が明らかになった飛鳥京跡苑池で
は、日本庭園文化の源流を示すものとして、史跡とともに名勝にも指定されている。 

有形文化財は 22 件が重要文化財に指定されており、そのうち２件が国宝に指定されている。
これらの中には高松塚古墳壁画（国宝絵画）､須弥山石・石人像（重文彫刻）、牽牛子塚古墳出土
品・高松塚古墳出土品（重文考古資料）などの発掘調査によって確認、出土したものも含まれて
いる。岡寺の木心乾漆義淵僧正坐像（国宝彫刻）、飛鳥寺の飛鳥大仏とも呼ばれる銅造釈迦如来
坐像（重文彫刻）、於美阿志神社石塔婆、岡寺書院・仁王門（建造物）など多くの文化財が長い
歴史をもつ社寺に伝えられている。 

平成 19 年には「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」が世界遺産の暫定リストに掲載され、
現在世界遺産登録を目指して奈良県、明日香村他関係市が連携して準備を進めている。 

 
 
 
 
 
 
 

指定等文化財件数 

件数 計
絵画 1
彫刻 1
建造物 3
絵画 1
彫刻 10
工芸品 2
考古資料 3

3

20
1

国選定 重要文化的景観 1 1
1
2
2
2
1
2
1
1

2

19

24
(20)

特別史跡

重文

国宝

史跡
名勝

絵画

国指定

種別・区分

無形民俗文化財

村指定 7

史跡には特別史跡及び重複指定の名勝含む。( )は実数

県指定

天然記念物

彫刻
建造物
史跡

5建造物
史跡
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名　　称 指定
指定年月日

（※追加指定）
管理団体 所有者

面積

（㎡）
概要

伝飛鳥板蓋宮跡 史跡

昭和47年４月10日

※昭和58年1月12日

※昭和58年5月19日

※平成4年4月21日

― 県・民 9,308

飛鳥時代を通じて、重層的に建てられた飛鳥の

宮である。建物の配置や石敷は飛鳥時代の宮

殿様式を端的に表現しており、その解明は律令

国家形成過程を跡付ける遺跡である。

石舞台古墳
特別

史跡
昭和10年12月24日

※(特史)昭和27年3月29日

奈良県 国・県・村 12,317

石室の規模や石材の大きさなど、他に類をみな

い。さらに墳丘土が除去されているため、古墳

石室の組み方がわかり、飛鳥のランドマーク的

存在である。時の権力者、蘇我馬子の墓と考え

られている。

高松塚古墳
特別

史跡

昭和47年6月17日

※(特史)昭和48年4月23日
明日香村 国 913

我が国で初めて確認された壁画古墳。石室内

に極彩色の四神図・星宿図・人物像が描かれ、

東アジアとの交流を色濃く表しており、飛鳥時

代の思想や芸術の水準を表している。また、こ

の発見によって我が国の文化財が市民権を得
た点でも重要である。

キトラ古墳
特別

史跡

平成12年7月31日

※(特史)平成12年11月24日
明日香村 国・村 4,301

高松塚古墳に続き、我が国二例目の壁画古

墳。四神図のほかに天文図や十二支像が描か

れ、東アジアの思想を端的に表現している。な

お、天文図は現存する東アジアの天文図として

は最古の事例である。

川原寺跡 史跡

大正10年3月3日

※昭和41年6月21日

※昭和63年3月14日

明日香村 国・県・村・民 73,839

天皇の菩提を弔うために建てられた天皇の寺

で、中金堂では瑪瑙（白大理石）の礎石が残

る。現在は文化庁が行った環境整備で基壇が

復元されており、我が国史跡整備の典型例と

なっている。

大官大寺跡 史跡 大正10年3月3日 明日香村 国・村・民 46,642

百済大寺から法灯を引き継ぎ、奈良大安寺へと

つなぐ、飛鳥最大の寺院。現在残る金堂・講堂

の土壇は藤原宮大極殿にも匹敵する。現在は

良好に残された水田景観の中に巨大な土壇が

残り、歴史的風土を形成している。

牽牛子塚古墳・

越塚御門古墳
史跡

平成2年3月18日

※平成26年3月18日
明日香村 県・村・民 11,556

凝灰岩刳抜式の横口式石槨で、二部屋を作る

特殊な形態である。石材の加工技術や周到な

計画性が伺われ、類例がない。出土遺物や八

角形の墳形から斉明天皇陵と推定されている。

中尾山古墳 史跡 昭和2年4月8日 明日香村 村 987

丘陵上に作られた八角形墳である。石槨は凝

灰岩・花崗岩を組み合わせて、９０㎝四方の空

間しかなく、火葬骨臓器を入れていたと考えら

れる。古墳と火葬墓との間を繋ぐ位置づけが成

され、石槨構造や墳形から文武天皇陵と推定さ

れている。

酒船石遺跡 史跡
昭和2年4月8日

※平成16年9月30日
明日香村 国・県･村･民 31,464

丘陵を天理砂岩の石垣や石列を巡らし、頂部に

謎の石造物である酒船石を配置する。北側の

谷底からは亀形石槽の導水施設が発見され、

水に関わる天皇祭祀の空間と考えられる。日本

書紀と対比できることや、飛鳥の石造物の構造

を把握できる点で重要である。

定林寺跡 史跡
昭和41年2月25日

※平成5年3月4日
明日香村 国・民 17,163

独立丘陵上に建立された飛鳥時代の寺院であ

る。聖徳太子建立の寺としての伝承をもつが、

特異な伽藍配置をもち、渡来系氏族の氏寺とし

て繁栄した。

 

 

 

 

明日香村内の国指定等遺跡の概要 
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名　　称 指定
指定年月日

（※追加指定）
管理団体 所有者

面積

（㎡）
概要

飛鳥寺跡 史跡 昭和41年4月21日 明日香村 県・民 46,184

我が国初の七堂伽藍を備えた本格的な寺院で

ある。その建築様式や出土瓦の文様が東アジ

アからの知識・技術交流を表しており、後の建

造物に多大な影響を与えた。現在は最古の仏

像である飛鳥大仏が座している。

橘寺境内 史跡 昭和41年4月21日 ― 県・民 95,245

聖徳太子誕生の地と伝承される寺で、飛鳥時

代には川原寺に対する尼寺とされる。中世には

戦災に遭い、伽藍は焼失するが、聖徳太子信
仰とも相まって、伽藍が再興されている。

岩屋山古墳 史跡 昭和43年5月11日 ― 村 1,125

切石の綺麗な花崗岩を使用した石室で、岩屋

山式石室の典型である。石舞台古墳と並んで、

我が国の石室形態を理解するには欠かせない

古墳である。

飛鳥水落遺跡 史跡
昭和51年2月20日

※昭和57年3月23日
― 村 1,219

我が国初の水時計。東アジアとの知識・技術導

入を経て作られたが、当時の天皇は時間と空

間を支配することによって、天皇を頂点とする政

治体系を具現化する遺跡としても重要である。

飛鳥稲淵宮殿跡 史跡

昭和54年3月20日

※昭和56年5月16日

※平成16年2月27日

明日香村 国・民 12,750

飛鳥川の河辺にコンパクトにまとまった宮殿遺

構である。正殿・脇殿に石敷広場をもつなど、飛

鳥の宮殿の中心部の特色を端的にもつ典型例

である。飛鳥河辺行宮と推定される。

マルコ山古墳 史跡
昭和57年1月16日

※平成20年7月28日
― 村・民 3,029

壁画古墳である高松塚・キトラ古墳と同構造の

石槨をもつ終末期古墳。壁画は描かれていな

かったが、石槨内には漆喰を塗る。墳形は多角

墳で我が国では類をみない形で、皇子の墓と推

定される。

飛鳥池工房遺跡 史跡 平成13年8月13日 ― 県 19,981

金・銀・銅・鉄・ガラス・玉・漆製品・瓦をはじめ、

我が国初の鋳造貨幣である富本銭を生産して

いた飛鳥時代最大の総合工房である。当時の

生産技術・水準・施設を解明するだけでなく、律

令国家の生産体制についても伺うことができ
る。

檜隈寺跡 史跡 平成15年3月25日 ― 民 7,611

渡来人が多く住んでいた地域に建立された渡

来人の寺である。他に例をみない特異な伽藍配

置を呈しており、瓦積基壇を採用するなど、東

アジアとの交流を物語る寺院である。

飛鳥京跡苑池
史跡・

名勝
平成15年8月27日 ― 県・民 27,413

飛鳥宮跡に直接属する庭園で、広大な規模と

構造をもつ。池内には噴水の石造物があり、東
アジアとの交流を色濃く裏付けている。

岡寺跡 史跡 平成17年8月29日 ― 民 82,865

飛鳥の東方にあり、草壁皇子の宮地に建てら

れたとも伝承される寺院である。厄除信仰と共

に興隆し、周囲の社叢とあいまって、独特な景

観を醸し出している。現在は仁王門・書院が重

要文化財に指定されている。
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主な文化財等分布図 


































